地域密着型サービス　運営推進会議　報告書
施設名：グループホームもえぎ野
施設種類：グループホーム

日　　時：Ｒ３年４月２３日（金）　１３時３０分～１４時３０分
会　　場：デイサービス　もえぎ
	利用者代表
	０人
	船越・瀬野川　地域包括支援センター職員
	１人

	利用者家族
	１人
	広島市職員
	０人

	地域住民の代表
	１人
	他グループホーム職員
	０人

	その他（管理者、職員　　）
	３人


出席者
（人数）
（議題）
　　　　　
（1） グループホーム入居者の状況及びサービスの状況について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（令和３年４月２３日現在）

（２）　私たちの毎日より
（３）　身体拘束廃止委員会より

（４）　ユニット目標について
（５）　家族アンケート結果について
（６）　５月・６月の予定について

（７）　身体拘束廃止委員会より

（８）　その他（サービスへの要望、助言等）
（会議の内容…評価、要望、意見、助言等）

※運営推進会議の内容より
◎ホーム長より
４月から新しい介護保険制度の変更がありました。コロナの影響で９月３０日まで上乗せが発生した為、若干介護報酬が上がったりしています。主な変更点としては被爆者手帳をお持ちの方が一部負担金の助成の適用になりました。特定処遇改善加算の要件が変更になっております。（１０年以上の勤続の介護福祉士の職員がいれば、加算が増える等々変わってきています。）それに合わせて当グループでも資格取得の勉強会等対応を行って職員の資格取得へのバックアップをしています。
また、コロナのワクチンについては、接種の手続きは完了しているのですが、何時接種できるのか？未定の状態です。
ユニット目標については、ユニット目標において　共通の目標は入居者の気持ちに寄り添う為に分析ツール「紐解きシート」を活用してみようとユニット会議等研修する予定です。

あかねユニットは、年間行事の見直しとHPやFacebookを活用した地域への発信を行う。
あおいユニットは、ヒヤリハットの更なる活用で同じような事故を繰り返さない為の施策

そして、リハビリ要素を取り入れたレクを検討していく事を目標としました。

次に家族アンケートですが、
回収率は７０％位で、概ね良好と思ったのですが、全事業所と比較してみると　もえぎ野の弱いところが見えてきました。特に家族とのコミュニケーションが不足しているのではないかと考えさせられるアンケート内容でした。今後しっかりと改善していきたいと思います。
◎地域の方より
ヒヤリハットの報告について、同じような事故を繰り返しているとありますが、その内容は転倒等なのですか？

◎ホーム長より

転倒等の重篤なケースでは無く　高齢者は総じて皮膚が弱くほんの少しでの圧迫や接触において内出血や傷が出てしまいます。それらを含めてのヒヤリハットなのですが、分析してみると少しの配慮や工夫で少なくなるケースも福祉用具の再検討する機会を増やしていこうと思います。リスクの大きい方は２人介助が基本です。

◎地域の方より

自分の父も施設に預けて時々怪我をしたという報告を聞いた事があり、心配になった事があります。分析等頑張って頂きたいと思います。

◎地域包括支援センター

全体を通じて、家族様とのコミニュケーションを大切にしていこうとされている事がアンケート結果であったりユニット目標の取り組みから感じられました。
また、コミニュケーションを密にする事で事故が起きてしまっても双方が納得できる関係の構築が大事だと思います。コロナ禍で履行するのは難しい部分もあると思いますが、頑張って頂きたいと思います。
